


 
１
面
か
ら

■
答
弁

　
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
、
な
ら

び
有
識
者
に
よ
る
検
討
委
員
会
の
答

申
を
受
け
、
新
た
な
場
所
に
よ
る
移

転
改
築
を
決
め
た
と
こ
ろ
。
新
診
療

所
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来
の

人
口
推
移
を
ふ
ま
え
保
険
、
医
療
、

福
祉
、
介
護
最
大
限
に
機
能
す
る
よ

う
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
指
定
管
理
者
の
希
望
の
杜

を
は
じ
め
、
市
内
医
療
機
関
、
福
祉

な
ど
の
団
体
と
十
分
に
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
市

民
共
有
の
施
設
と
し
て
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
行
政
が

主
体
と
な
り
市
内
各
医
療
機
関
と
の

連
携
が
最
も
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

（
３
）
民
間
に
よ
る
住
宅
整
備
に
つ

い
て
。

■
答
弁
　

　
進
出
企
業
の
従
事
者
の
住
宅
確
保

が
で
き
ず
、
他
の
市
町
へ
の
流
出
が

多
く
見
ら
れ
た
。
若
者
た
ち
が
住
み

続
け
た
い
と
思
う
住
宅
が
必
要
。
入

居
制
限
の
少
な
い
民
間
賃
貸
住
の
整

備
を
促
進
す
る
た
め
、
用
途
廃
止
し

た
市
営
住
宅
や
除
却
に
伴
う
跡
地
の

有
効
活
用
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

削
減
を
図
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
平
成

　
年
度
か
ら
は
包
括
的
民
間
委
託
を

取
り
入
れ
コ
ス
ト
縮
減
な
ど
経
営
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
昨
年
度

か
ら
、
国
の
下
水
道
長
寿
命
化
支
援

制
度
が
創
設
さ
れ
、
そ
れ
を
活
用
し

更
な
る
経
費
削
減
に
取
り
組
む
。

（
２
）
し
尿
処
理
施
設
も
再
生
計
画

の
検
討
課
題
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

概
ね
ど
の
く
ら
い
の
予
算
を
見
て
い

る
か
。
下
水
道
処
理
施
設
を
活
用
で

き
な
い
か
。

■
答
弁
　

　
平
和
し
尿
処
理
場
は
　
年
以
上
経

過
し
老
朽
化
が
著
し
く
、
維
持
管
理

費
の
増
加
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
新
た
に
建
設
す
る
と
概
ね

　
億
か
ら
　
億
円
と
膨
大
で
あ
る
こ

と
か
ら
財
政
再
生
計
画
に
も
影
響
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
下
水
道
終
末

処
理
場
の
利
用
な
ど
い
く
つ
か
方
法

が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
、
一
定
の

方
向
が
決
定
し
た
段
階
で
、
国
・
道

に
支
援
を
求
め
て
い
く
。

（
１
）
単
年
度
収
支
の
改
善
と
累
積

赤
字
の
解
消
法
等
に
つ
い
て
。

■
答
弁

　
不
良
債
務
額
は
　
億
円
。
平
成

年
度
に
　
％
値
上
げ
の
料
金
改
定
を

し
、
職
員
２
名
体
制
に
よ
る
人
件
費

○
地
域
医
療
体
制
の
あ

　
り
か
た
に
つ
い
て

角
田
浩
晃
議
員
質
問

正
木
邦
明
議
員
質
問

○
市
営
住
宅
の
今
後
の

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
１
）
滞
納
対
策
に
つ
い
て
。

①
平
成
　
年
度
と
　
年
度
の
未
納
額

は
。

■
答
弁
　

　
平
成
　
年
度
　
６
４
５
件
　
三
千

九
百
六
十
万
九
千
六
百
二
十
一
円
。

　
市
民
周
知
は
保
護
者
等
地
域
住
民

説
明
会
、
広
報
ゆ
う
ば
り
、
広
報
の

折
込
み
な
ど
で
行
っ
て
き
た
。

（
３
）
生
徒
、
児
童
数
の
推
計
を
ど

う
み
て
い
る
か
。

■
答
弁
　

　
児
童
数
の
推
計
は
、
平
成
　
年
か

ら
本
年
５
月
ま
で
の
３
年
間
で
１
０

０
名
近
く
減
少
し
、
今
後
も
減
少
傾

向
が
続
く
と
考
え
て
い
る
。

（
４
）
学
校
統
合
後
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
か
。

■
答
弁
　

　
ま
ち
づ
く
り
は
夕
張
を
ひ
と
つ
の

大
き
な
地
域
と
し
て
捉
え
た
、
新
し

い
学
校
を
核
と
し
た
関
わ
り
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
５
）
統
合
に
つ
い
て
市
長
と
し
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

■
答
弁

　
子
ど
も
の
教
育
を
第
一
に
考
え
、

よ
り
良
好
な
教
育
環
境
を
維
持
す
る

た
め
、
一
定
程
度
の
集
団
規
模
を
持

っ
た
学
校
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

○
下
水
道
特
別
会
計
に

　
つ
い
て
　

平
成
　
年
度
　
２
１
５
件
　
一
千
三

十
九
万
七
千
五
百
六
十
八
円
。

②
連
帯
保
証
人
の
催
告
等
の
対
応
は
。

■
答
弁

　
長
期
間
に
渡
る
滞
納
者
に
は
法
的

措
置
を
予
告
す
る
。
警
告
書
に
よ
る

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
連
帯
保
証
人

へ
の
催
告
書
の
送
付
や
滞
納
金
は
行

っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
は
こ
れ

ら
の
仕
組
み
づ
く
り
は
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。

③
滞
納
者
の
氏
名
、
職
業
等
の
公
表
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
制
限
す
る
考
え
は
。

■
答
弁

　
氏
名
公
表
や
住
居
、
地
域
の
公
表
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
制
限
を
設
け
る
こ

と
な
ど
事
例
も
あ
る
が
、
市
税
も
含

め
た
全
庁
的
な
取
り
組
み
が
必
要
。

そ
の
執
行
体
制
な
ど
も
含
め
て
考
え

て
い
き
た
い
。

④
今
後
の
滞
納
整
理
の
考
え
方
は
。

■
答
弁

　
ま
じ
め
に
納
め
て
い
る
方
々
と
不

公
平
、
不
平
等
に
な
ら
な
い
よ
う
に

今
後
も
法
的
措
置
や
個
別
相
談
を
実

施
す
る
な
ど
強
い
姿
勢
で
対
応
す
る
。

（
２
）
住
宅
の
集
約
化
に
つ
い
て
。

■
答
弁

　
こ
の
集
約
化
は
こ
れ
か
ら
の
夕
張

の
町
づ
く
り
の
根
幹
と
な
る
重
要
な

事
業
。
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
負
担

を
先
送
り
に
し
な
い
た
め
の
適
正
な

管
理
戸
数
の
あ
り
方
な
ど
、
各
地
域

か
ら
の
知
恵
を
い
た
だ
き
な
が
ら
良

い
方
向
に
進
め
て
い
き
た
い
。
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（
１
）
新
診
療
所
の
あ
り
か
た
に
つ

い
て
。

○
小
・
中
学
校
統
合
問

　
題
等
に
つ
い
て

（
１
）
小
中
学
校
統
合
に
い
た
る
経

緯
は
。

■
答
弁

　
平
成
　
年
９
月
に
夕
張
市
小
・
中

学
校
適
正
配
置
検
討
委
員
会
か
ら
「

中
学
校
３
校
、
小
学
校
は
３
～
４
校

程
度
が
望
ま
し
い
が
児
童
生
徒
数
の

減
少
に
よ
っ
て
は
更
に
検
討
が
必
要
」

と
い
う
答
申
が
出
、
教
育
委
員
会
と

し
て
は
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の

充
実
の
た
め
に
統
廃
合
が
必
要
と
判

断
し
、
小
、
中
学
校
各
１
校
体
制
で

進
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
２
）
市
民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う

に
し
て
き
た
か
。

■
答
弁 伝

里
雅
之
議
員
質
問

こ
れ
ま
で
の
行
政
主
導
か
ら
民
間
主

導
へ
と
移
行
し
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、

よ
り
一
層
、
民
間
が
参
画
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
や
広
く
外
部
に
発
信
し

て
行
く
な
ど
、
行
政
と
し
て
も
出
来

る
限
り
の
民
間
へ
の
後
押
し
が
出
来

る
様
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
市
と
し
て
は
多
く
の
市

有
財
産
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
有
効
活
用
や
老
朽
化
し
た

公
営
住
宅
・
職
員
住
宅
等
も
集
約
し

普
通
財
産
と
し
た
上
で
売
却
な
ど
、

歳
入
確
保
の
観
点
か
ら
も
積
極
的
に

進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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